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清
原
俊
蔭
は
、
波
斯
国
流
離
の
末
に
天
人
由
来
の
霊
琴
を
授
か
り
、
琴
の
秘
技
を
会
得
す

る
。
ま
た
天
人
か
ら
「
天
の
下
に
、
琴
弾
き
て
族
立
つ
べ
き
人
に
な
む
あ
り
け
る
」
（
俊
蔭

（
１
）

・

頁
）
と
、
琴
弾
く
一
族
の
始
祖
た
る
よ
う
託
宣
を
与
え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
俊
蔭

14
が
琴
の
存
在
を
公
に
し
た
の
は
帰
国
直
後
の
参
内
に
お
い
て
で
は
な
く
、
一
世
の
源
氏
と
の

間
に
授
か
っ
た
娘
が
四
歳
に
な
っ
た
夏
、
娘
へ
の
秘
技
伝
授
を
決
意
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

俊
蔭
は
「
南
風
」
・
「
波
斯
風
」
の
二
霊
琴
を
秘
し
、
七
面
の
琴
を
携
え
て
内
裏
に
赴
く
。

そ
し
て
「
せ
た
風
」
を
嵯
峨
帝
に
、
「
山
守
風
」
を
后
宮
に
、
「
花
園
風
」
を
春
宮
（
後
の

朱
雀
帝
）
に
、
「
都
風
」
を
春
宮
の
女
御
に
、
「
か
た
ち
風
」
を
左
大
臣
源
忠
経
に
、
「
織

（
２
）

女
風
」
を
右
大
臣
橘
千
蔭
に
そ
れ
ぞ
れ
献
上
す
る
。
嵯
峨
帝
は
稀
代
の
琴
に
驚
き
、
自
身
に

献
上
さ
れ
た
「
せ
た
風
」
を
俊
蔭
に
試
み
さ
せ
る
。

俊
蔭
、
せ
た
風
を
賜
は
り
て
、
い
さ
さ
か
掻
き
鳴
ら
し
て
、
大
曲
一
つ
を
弾
く
に
、
お

と
ど
の
上
の
瓦
、
砕
け
て
花
の
ご
と
く
散
る
。
今
一
つ
仕
う
ま
つ
る
に
、
六
月
中
の
十

日
の
ほ
ど
に
、
雪
、
衾
の
ご
と
く
凝
り
て
降
る
。
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嵯
峨
帝
は
「
せ
た
風
」
が
巻
き
起
こ
し
た
奇
瑞
に
驚
き
、
俊
蔭
に
春
宮
へ
の
秘
技
伝
授
を
命

じ
る
。
し
か
し
俊
蔭
は
勅
命
を
拒
否
し
、
三
条
京
極
に
辞
し
て
娘
へ
の
秘
技
伝
授
に
専
念
す

（
３
）

る
。
こ
の
俊
蔭
の
嵯
峨
帝
御
前
弾
琴
が
、
皇
室
と
琴
弾
く
一
族
の
関
係
構
築
の
歴
史
の
始
発

で
あ
る
が
、
殊
に
嵯
峨
帝
の
琴
へ
の
執
着
は
強
く
、
物
語
随
所
で
描
か
れ
て
い
く
。

本
稿
で
は
、
嵯
峨
帝
の
琴
へ
の
執
着
の
背
景
に
あ
る
、
史
上
の
嵯
峨
天
皇
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に
物
語
が
創
り
出
し
た
嵯
峨
帝
の
方
向
性
を
、
史
上
の
嵯

峨
天
皇
か
ら
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

一

嵯
峨
帝
と
宴

俊
蔭
が
三
条
京
極
に
隠
棲
し
た
後
の
嵯
峨
帝
の
動
向
に
は
し
ば
ら
く
空
白
が
あ
る
。
そ
し

て
再
び
物
語
の
舞
台
に
登
場
し
た
時
は
既
に
治
世
は
朱
雀
帝
に
移
り
、
嵯
峨
は
院
と
し
て
物

語
の
最
終
巻
ま
で
存
す
る
。
し
か
し
譲
位
は
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
権
力
・
行
動
力
は
衰

え
て
お
ら
ず
、
琴
弾
く
一
族
と
の
関
係
も
絶
た
れ
て
い
な
い
。

吹
上
・
下
巻
、
嵯
峨
院
は
親
王
・
上
達
部
た
ち
と
紀
伊
国
吹
上
の
浜
を
訪
れ
、
重
陽
の
宴

を
盛
大
に
催
す
。
こ
の
行
幸
は
、
吹
上
・
上
巻
で
明
ら
か
に
な
っ
た
嵯
峨
院
落
胤
源
涼
と
の

対
面
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
大
井
田
晴
彦
氏
は
、
重
陽
の
宴
が
史
上
の
嵯
峨
天
皇

（
４
）

と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
嵯
峨
朝
期
の
「
漢
風
謳
歌
・
学
芸
尊
重
」
の
精
神
が
物
語

作
家
の
念
頭
に
あ
っ
た
と
論
じ
、
さ
ら
に
涼
と
嵯
峨
源
氏
と
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
。
涼
は

そ
の
後
嵯
峨
院
の
帰
京
に
同
行
し
、
琴
の
名
手
と
し
て
俊
蔭
の
孫
仲
忠
の
好
敵
手
と
な
る
の

で
あ
る
が
、
物
語
が
長
編
化
す
る
に
従
っ
て
位
置
付
け
に
揺
れ
が
生
じ
る
。

（
５
）

帰
京
し
た
嵯
峨
院
は
朱
雀
帝
主
催
の
神
泉
苑
で
の
紅
葉
の
賀
に
招
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
嵯

峨
院
は
仲
忠
と
涼
に
半
ば
強
引
に
琴
の
競
演
を
さ
せ
る
。

か
か
る
ほ
ど
に
、
涼
・
仲
忠
、
御
琴
の
音
等
し
、
右
大
将
の
ぬ
し
、
持
た
せ
給
へ
る

（
兼
雅
）

南
風
を
、
帝
に
、
「
こ
れ
な
む
、
仲
忠
が
見
給
へ
ぬ
琴
に
侍
る
な
り
、
仕
う
ま
つ
ら
せ

む
」
と
奏
し
給
ふ
。
賜
は
り
て
、
何
心
な
く
掻
き
鳴
ら
す
に
、
天
地
揺
す
り
て
響
く
。

帝
よ
り
始
め
奉
り
て
、
大
き
に
驚
き
給
ふ
。
仲
忠
、
「
今
は
限
り
、
こ
の
琴
、
ま
さ
に

仕
う
ま
つ
り
静
ま
り
な
む
や
。
ね
た
く
く
ち
を
し
き
に
、
同
じ
く
は
、
天
地
驚
く
ば
か

り
仕
う
ま
つ
ら
む
」
と
思
ひ
ぬ
。
涼
、
弥
行
が
琴
、
南
風
に
劣
ら
ぬ
あ
り
、
こ
の
す
さ

の
琴
を
、
院
の
帝
に
参
ら
す
。
帝
、
同
じ
声
に
調
べ
て
賜
ふ
。
仲
忠
、
か
の
七
人
の
一

つ
て
ふ
山
の
師
の
手
、
涼
は
、
弥
行
が
琴
を
、
少
し
ね
た
う
仕
う
ま
つ
る
に
、
雲
の
上

よ
り
響
き
、
地
の
下
よ
り
響
み
、
風
・
雲
動
き
て
、
月
・
星
騒
ぐ
。
礫
の
や
う
な
る
氷

降
り
、
雷
鳴
り
閃
く
。
雪
、
衾
の
ご
と
凝
り
て
、
降
る
す
な
は
ち
消
え
ぬ
。
仲
忠
、
七

人
の
人
の
調
べ
た
る
大
曲
、
残
さ
ず
弾
く
。
涼
、
弥
行
が
大
曲
の
音
の
出
づ
る
限
り
仕

う
ま
つ
る
。

天
人
、
下
り
て
舞
ふ
。
仲
忠
、
琴
に
合
は
せ
て
弾
く
。

朝
ぼ
ら
け
ほ
の
か
に
見
れ
ば
飽
か
ぬ
か
な
中
な
る
乙
女
し
ば
し
と
め
な
む

帰
り
て
、
今
一
返
り
舞
ひ
て
、
上
り
ぬ
。
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こ
の
競
演
は
天
人
の
降
臨
と
い
う
奇
瑞
を
呼
ぶ
が
、
仲
忠
に
と
っ
て
こ
の
南
風
弾
奏
は
「
ね

（
６
）



た
く
く
ち
を
し
き
に
」
と
い
う
心
中
思
惟
か
ら
も
不
本
意
な
も
の
で
あ
っ
た
。
仲
忠
の
、
嵯

峨
院
の
強
引
さ
へ
の
不
満
は
、
国
譲
・
下
巻
、
嵯
峨
院
で
催
さ
れ
た
花
宴
で
も
あ
ら
わ
に
さ

れ
る
。「

か
く
て
お
は
す
る
を
見
す
見
す
捨
て
奉
り
て
、
静
心
も
な
か
ら
む
に
、
『
詩
作
り
、

［
仲
忠
の
言
］

遊
び
せ
よ
』
と
責
め
ら
れ
ば
、
空
に
て
、
過
ち
を
し
て
や
騒
が
れ
む
。
そ
が
う
ち
に
、

嵯
峨
の
院
は
、
見
つ
け
給
ふ
所
に
、
重
役
に
任
し
当
て
給
ふ
。
神
泉
に
て
騒
が
し
き
目

を
見
せ
給
ひ
し
も
、
か
の
御
そ
そ
の
か
し
に
て
、
上
は
責
め
給
ひ
し
ぞ
か
し
。
わ
い
て

も
、
さ
て
ぞ
、
か
く
て
も
候
ふ
ぞ
か
し
」
な
ど
の
た
ま
ひ
て
、
そ
の
日
に
な
り
て
、

「
こ
と
欠
け
ぬ
べ
し
。
右
の
お
と
ど
は
、
院
の
御
供
に
仕
う
ま
つ
り
給
ふ
べ
け
れ
ば
、

大
将
（
＝
仲
忠
）
候
ひ
給
は
で
は
あ
る
ま
じ
」
と
騒
げ
ば
、
む
つ
か
り
て
参
り
給
ひ
ぬ
。

［
国
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仲
忠
は
朱
雀
院
で
の
花
宴
に
、
産
後
の
妻
女
一
宮
の
体
を
案
じ
て
出
席
し
な
い
旨
を
奏
上
す

る
。
し
か
し
結
局
出
席
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
嵯
峨
院
に
振
り
回
さ
れ
る
身
を
嘆
く
。
こ
の
時

仲
忠
は
、
か
つ
て
の
神
泉
苑
で
の
弾
琴
の
件
も
嵯
峨
院
の
思
惑
に
乗
せ
ら
れ
た
と
こ
ぼ
す
。

そ
し
て
仲
忠
の
予
感
通
り
、
嵯
峨
院
か
ら
詩
宴
の
講
師
の
役
目
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

史
上
の
嵯
峨
天
皇
も
、
専
制
君
主
的
な
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
目
崎

徳
衞
氏
は
、
天
皇
や
皇
室
の
私
事
を
め
ぐ
っ
て
嵯
峨
上
皇
の
家
父
長
的
権
威
が
強
く
発
動
さ

（
７
）

れ
、
官
人
の
昇
進
な
ど
国
政
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
物
語
の
嵯
峨
院
も
、

楼
の
上
・
下
巻
、
三
条
京
極
の
地
で
催
さ
れ
た
俊
蔭
女
と
い
ぬ
宮
の
弾
琴
披
露
に
お
い
て
、

琴
弾
く
一
族
の
昇
進
を
今
上
帝
に
働
き
か
け
る
。

（
嵯
峨
院
ハ
今
上
帝
ニ
）
た
だ
御
消
息
に
て
、
左
大
弁
召
し
て
、
嵯
峨
の
院
、
内
裏
に

奏
せ
さ
せ
給
ふ
、
「
歳
高
く
な
り
侍
り
て
、
心
地
の
惚
れ
惚
れ
し
う
な
り
侍
る
に
、
こ

の
尚
侍
の
家
、
昔
見
給
へ
し
ゆ
か
し
さ
に
ま
う
で
来
て
、
琴
弾
か
せ
て
聞
き
侍
る
に
、

め
づ
ら
か
な
る
こ
と
ど
も
な
む
。
故
治
部
卿
の
朝
臣
、
公
人
と
し
て
侍
り
し
跡
だ
に
。

身
を
朝
廷
に
従
へ
て
、
唐
土
の
使
に
ま
う
で
、
仇
の
風
に
会
ひ
て
、
多
く
の
年
、
父
母

の
顔
も
あ
ひ
見
ず
し
て
、
悲
し
き
目
を
見
て
、
た
ま
た
ま
帰
り
侍
り
て
後
、
同
じ
き
や

う
に
、
い
く
ば
く
も
侍
ら
ぬ
ほ
ど
に
な
く
な
り
侍
り
に
き
。
尚
侍
、
男
な
ら
ま
し
か
ば
、

一
度
に
大
臣
に
も
な
さ
ま
ほ
し
く
な
む
、
今
宵
、
殊
に
は
思
ひ
給
ふ
る
。
こ
れ
、
い
と

い
と
易
き
こ
と
に
侍
る
を
、
た
だ
今
、
宣
旨
下
し
給
へ
」
と
奏
せ
さ
せ
給
ふ
。
「
そ
の

冠
に
は
、
『
右
大
将
の
朝
臣
、
大
臣
に
』
と
思
ひ
給
ふ
れ
ど
、
度
々
逃
れ
申
せ
ば
な
む
。

故
治
部
卿
の
朝
臣
、
三
位
に
な
む
侍
り
し
。
贈
位
の
中
納
言
に
な
さ
せ
給
へ
」
と
奏
せ

し
め
給
ふ
。

［
楼
の
上
・
下
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］
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今
上
帝
は
嵯
峨
院
の
要
請
通
り
に
琴
弾
く
一
族
の
昇
進
の
宣
旨
を
出
す
。
嵯
峨
院
は
、
時
代

が
朱
雀
帝
か
ら
今
上
帝
へ
と
移
っ
て
も
な
お
政
治
上
の
君
主
で
あ
り
、
帝
と
い
え
ど
も
嵯
峨

院
の
威
光
に
は
全
面
的
に
服
す
の
で
あ
る
。

ま
た
仲
忠
は
、
娘
い
ぬ
宮
へ
の
秘
技
伝
授
に
際
し
て
嵯
峨
院
に
参
上
し
、
そ
の
時
の
こ
と

を
妻
女
一
宮
に
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
朱
雀
院
に
久
し
く
候
は
で
、
ま
か
り
つ
る
ま
ま
に
、
嵯
峨
の
院
に
召
し
あ
り
つ
れ
ば
、

参
り
て
、
今
ま
で
侍
り
つ
る
を
。
い
と
恐
ろ
し
う
、
御
歳
の
ほ
ど
よ
り
は
、
賢
し
う
、

物
や
仰
せ
ら
る
る
君
に
こ
そ
お
は
し
ま
せ
。
こ
の
院
の
御
前
に
候
ふ
は
、
恐
ろ
し
う
、

よ
ろ
づ
に
の
た
ま
ふ
言
の
、
ら
う
ら
う
じ
く
、
愛
敬
づ
き
、
『
い
か
な
る
様
を
か
、
か

つ
御
覧
じ
つ
け
ら
れ
む
』
と
こ
そ
思
ひ
侍
れ
。
ま
こ
と
や
、
こ
の
楼
造
ら
せ
侍
る
こ
と

を
、
今
よ
り
は
、
い
と
こ
と
こ
と
し
う
、
聞
こ
し
召
し
つ
つ
尋
ね
問
は
せ
給
ふ
に
、
苦

し
く
な
む
。
御
幸
あ
る
べ
く
仰
せ
ら
れ
つ
る
、
本
意
な
く
騒
が
し
く
や
あ
ら
む
。
果
て

方
に
な
ど
は
、
面
白
き
こ
と
な
ら
む
か
し
」

［
楼
の
上
・
上

頁
］
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仲
忠
は
嵯
峨
院
の
高
圧
的
な
態
度
か
ら
、
距
離
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
と
感
じ
る
。
こ
の
、

俊
蔭
巻
か
ら
楼
の
上
巻
ま
で
貫
か
れ
る
嵯
峨
院
の
専
制
君
主
的
造
型
は
、
史
上
の
嵯
峨
天
皇

の
影
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

二

嵯
峨
天
皇
の
冬
嗣
閑
院
邸
行
幸

史
上
の
嵯
峨
天
皇
は
宴
を
多
く
催
し
た
と
し
て
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
神
泉
苑
へ
の

（
８
）

行
幸
や
重
陽
の
節
会
に
つ
い
て
論
究
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
嵯
峨
天
皇
の
臣

下
の
邸
へ
の
行
幸
に
注
目
す
る
。

物
語
の
嵯
峨
院
は
、
涼
が
居
住
す
る
紀
伊
国
吹
上
や
、
仲
忠
ら
琴
弾
く
一
族
の
三
条
京
極

邸
に
行
幸
す
る
。
譲
位
後
と
は
い
え
、
嵯
峨
院
の
行
動
に
は
皇
室
と
臣
下
と
の
繋
が
り
の
深

さ
が
窺
え
、
史
上
の
嵯
峨
天
皇
と
臣
下
と
の
関
係
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
な
か
で
も
、
弘
仁
五

（

）
年
四
月
二
十
八
日
に
嵯
峨
天
皇
が
藤
原
冬
嗣
の
閑
院
邸
に
行
幸
し
た
事
実
は
興
味
深

814
い
。
冬
嗣
に
関
し
て
は
以
前
口
頭
発
表
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
閑
院
邸
と
は
二
条
の
南
、

（
９
）

西
洞
院
の
西
に
あ
っ
た
冬
嗣
の
別
邸
を
指
す
。
次
に
嵯
峨
天
皇
行
幸
の
際
の
記
事
を
引
用
す

る
。

乙
巳
。
幸

左
近
衛
大
将
正
四
位
下
藤
原
朝
臣
冬
嗣
閑
院

。
供
張
之
宜
、
甚
有

雅
致

。

二

一

二

一



天
皇
染

翰
、
群
臣
献

詩
。
時
人
以
為

佳
会

。
授

冬
嗣
従
三
位
。
無
位
藤
原
朝
臣

レ

レ

二

一

二

美
都
子
従
五
位
下

。
賜

五
位
以
上
衣
被

。

［
日
本
紀
略
］

一

二

一

（1
0

）

冬
嗣
の
閑
院
邸
に
行
幸
し
た
嵯
峨
天
皇
は
、
群
臣
と
と
も
に
詩
宴
を
楽
し
む
。
閑
院
邸
で
の

詩
宴
に
満
足
し
た
天
皇
は
、
冬
嗣
に
従
三
位
を
、
無
位
で
あ
っ
た
妻
美
都
子
に
従
五
位
下
を

与
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
行
幸
の
際
に
嵯
峨
天
皇
が
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
漢
詩
が
『
凌

雲
集
』
に
見
ら
れ
、
次
に
引
用
す
る
。

（1
1

）

夏
日
左
大
将
軍
藤
冬
嗣
閑
居
院

避
暑
時
来
間
院
裏
。

池
亭
一
把
釣
魚
竿
。

廻
塘
柳
翠
夕
陽
暗
。

曲
岸
松
声
炎
節
寒
。

吟

詩
不

厭

搗

香
茗

。

レ

レ

レ

二

一

乗

興
偏
宜

聴

雅
弾

。

レ

レ

二

一

暫
対

清
泉

滌

煩
慮

。

二

一

二

一

況
乎
寂
莫
日
成

歓
。

レ

嵯
峨
天
皇
の
閑
院
邸
行
幸
は
弘
仁
十
二
（

）
年
九
月
六
日
に
も
み
ら
れ
る
が
、
詩
題
に
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「
夏
日
」
と
あ
る
の
で
弘
仁
五
年
四
月
の
折
の
作
で
あ
ろ
う
。
傍
線
部
よ
り
、
こ
の
日
閑
院

邸
で
管
弦
の
遊
び
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
皇
太
弟
（
淳
和
天
皇
）
の
作
と
思

わ
れ
る
詩
が
『
文
華
秀
麗
集
』
に
見
ら
れ
る
の
で
、
次
に
引
用
す
る
。

（1
2

）

夏
日
左
大
将
軍
藤
原
朝
臣
閑
院
納
涼
。
探
得
閑
字
。
応
製
。
一
首
。
令
製
。

此
院
由
来
人
事
少
。

況
乎
水
竹
毎
成
閑
。

送

春
薔
棘
珊
瑚
色
。

レ
迎

夏
巌
苔
玳
琩
斑
。

レ
避

景
追

風
長
松
下
。

レ

レ

提

琴
搗

茗
老
梧
間
。

レ

レ

知
貪

鸞
駕
忘

囂
所

。

二

レ

一

日
落

西
山

不

解

還
。

二

一

レ

レ

傍
線
部
に
は
、
琴
が
傍
ら
に
置
か
れ
て
い
る
様
が
よ
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
天
皇
が
閑
院
邸
で

の
納
涼
に
、
俗
世
の
喧
噪
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
満
足
を
得
て
い
る
こ
と
が
浮
か
ん
で
く
る
。

嵯
峨
天
皇
は
、
他
に
も
弘
仁
七
（

）
年
二
月
二
十
二
日
に
小
野
石
子
の
長
岡
邸
に
行
幸

816

し
て
詩
宴
を
催
し
、
石
子
に
正
三
位
を
、
石
子
の
娘
に
従
五
位
下
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
行
幸
か
ら
、
嵯
峨
天
皇
が
興
趣
あ
る
場
を
提
供
し
た
臣
下
に
官
位
を
与
え
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
物
語
で
は
弾
琴
披
露
と
い
う
形
を
採
っ
て
い
る
が
、
宴
の
興
趣
と
官
位
昇
進
と
の

連
関
が
嵯
峨
朝
期
の
有
り
よ
う
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

三

嵯
峨
天
皇
と
琴

史
上
の
嵯
峨
天
皇
と
琴
と
の
関
係
は
深
い
。
現
在
正
倉
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
金
銀
平
文

琴
は
、
『
東
大
寺
献
物
帳
』
に
記
載
さ
れ
る
銀
平
文
琴
が
弘
仁
五
（

）
年
嵯
峨
天
皇
に
よ

814

っ
て
出
蔵
さ
れ
た
後
、
同
八
（

）
年
『
雑
物
出
入
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
代
わ

817

り
に
返
納
さ
れ
た
琴
で
あ
る
。
こ
の
金
銀
平
文
琴
に
つ
い
て
は
、
そ
の
装
飾
画
と
物
語
世
界

と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
河
野
多
麻
氏
は
嵯
峨
か

（1
3

）

（1
4

）

ら
村
上
に
至
る
約
百
二
三
十
年
の
史
実
が
物
語
に
圧
縮
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
河
野
氏

は
嵯
峨
天
皇
が
皇
子
源
信
に
笛
・
琵
琶
・
琴
を
教
え
た
こ
と
や
、
嵯
峨
院
巻
の
嵯
峨
院
六
十

賀
と
史
実
の
嵯
峨
院
四
十
賀
と
の
関
連
か
ら
史
実
の
物
語
へ
の
影
響
を
論
じ
る
。
本
稿
で
は

さ
ら
に
『
日
本
紀
略
』
の
次
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。

宴

後
庭

。
賜

皇
太
弟
宝
琴

。
侍
臣
等
衣
被
。

二

一

二

一

［
日
本
紀
略
・
弘
仁
七
（

）
年
七
月
二
十
六
日
条
］
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こ
の
記
事
は
、
後
宮
で
の
宴
に
お
い
て
嵯
峨
天
皇
が
皇
太
弟
（
淳
和
天
皇
）
に
「
宝
琴
」
を

与
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
俊
蔭
の
嵯
峨
帝
御
前
弾
琴
に
お

け
る
嵯
峨
帝
の
発
言
で
あ
る
。

「
（
略
）
こ
の
琴
は
、
こ
の
国
に
俊
蔭
一
人
こ
そ
あ
り
け
れ
、
学
士
を
変
へ
て
、
琴
の

師
を
仕
う
ま
つ
れ
。
春
宮
、
悟
り
あ
る
皇
子
な
り
。
物
の
師
せ
む
人
の
難
い
た
す
べ
き

皇
子
に
あ
ら
ず
。
心
に
入
れ
て
、
残
す
手
な
く
仕
う
ま
つ
ら
せ
た
ら
ば
、
納
言
の
位
賜

は
せ
む
」

［
俊
蔭

頁
］
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嵯
峨
帝
は
、
春
宮
が
俊
蔭
の
手
を
受
け
継
ぐ
だ
け
の
資
質
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、

俊
蔭
に
春
宮
の
琴
の
師
と
な
る
よ
う
命
じ
る
。
こ
こ
に
は
、
次
代
を
担
う
皇
太
子
が
琴
の
手

を
学
び
取
る
こ
と
の
必
要
性
を
嵯
峨
帝
が
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
顕
れ
て
い
る

と
い
え
る
。
先
の
『
日
本
紀
略
』
の
記
事
で
は
、
嵯
峨
天
皇
が
所
持
し
て
い
た
「
宝
琴
」
が

次
代
の
淳
和
天
皇
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
も
と
も
と
琴
と
は
「
君
子
左
琴
」
す
な
わ
ち
君
子

の
側
に
あ
る
楽
器
で
あ
る
。
し
か
し
物
語
で
は
臣
下
で
あ
る
俊
蔭
に
天
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、

（1
5

）



琴
弾
く
一
族
が
〈
天
の
下
〉
に
樹
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
俊
蔭
は
、
波
斯
国
か
ら
持
ち
帰
っ

（1
6

）

た
琴
の
う
ち
、
「
せ
た
風
」
を
嵯
峨
帝
に
、
「
花
園
風
」
を
春
宮
（
後
の
朱
雀
帝
）
に
献
上

し
て
は
い
る
が
、
「
南
風
」
「
波
斯
風
」
の
二
霊
琴
は
自
家
に
秘
蔵
す
る
。
こ
の
二
霊
琴
は

決
し
て
皇
室
に
わ
た
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
は
嵯
峨
院
自
身
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
。

尚
侍
、
扇
を
打
ち
鳴
ら
し
給
へ
ば
、
（
仲
忠
ハ
）
立
ち
て
、
楼
に
上
り
て
、
（
波
斯
風

（
俊
蔭
女
）

ヲ
）
取
り
て
参
り
た
り
。
嵯
峨
の
院
、
や
が
て
取
ら
せ
給
ひ
て
御
覧
ず
る
に
、
琴
の
様

も
、
例
に
似
ず
、
清
く
め
で
た
う
う
つ
く
し
げ
な
る
こ
と
は
、
昔
よ
り
、
同
じ
唐
土
に

渡
り
て
持
て
上
り
た
り
し
弥
行
が
琴
ど
も
に
似
ず
、
治
部
卿
の
あ
ま
た
渡
し
た
る
に
も

（
俊
蔭
）

似
ず
。
（
嵯
峨
院
ハ
）
御
手
す
さ
び
に
、
緒
を
一
筋
鳴
ら
さ
せ
給
ふ
に
、
響
き
、
い
と

め
づ
ら
か
な
り
。
「
あ
や
し
」
と
て
、
次
の
緒
を
掻
き
鳴
ら
さ
せ
給
ふ
に
、
つ
ゆ
ば
か

り
の
音
も
せ
ず
、
声
も
な
し
。
「
い
と
恐
ろ
し
き
物
に
こ
そ
あ
め
れ
」
と
、
上
た
ち
も

危
ふ
が
り
給
ひ
て
、
几
帳
の
内
へ
さ
し
入
れ
さ
せ
給
ひ
つ
。

［
楼
の
上
・
下

～

頁
］
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嵯
峨
院
は
「
波
斯
風
」
の
霊
力
に
畏
れ
を
抱
く
。
「
波
斯
風
」
は
誰
に
で
も
弾
か
れ
る
琴
で

は
な
く
、
琴
弾
く
一
族
に
帰
属
し
、
琴
弾
く
一
族
に
弾
か
せ
る
た
め
の
琴
で
あ
る
こ
と
を
嵯

峨
院
は
身
を
も
っ
て
知
る
の
で
あ
る
。
西
本
香
子
氏
は
、
仲
忠
の
娘
い
ぬ
宮
が
皇
室
に
入
内

（1
7

）

す
る
こ
と
で
、
皇
室
の
外
側
か
ら
君
子
の
徳
義
性
や
琴
の
神
聖
性
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
説
く
。

た
だ
し
〈
族
〉
の
樹
立
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
い
ぬ
宮
の
入
内
は
確
定
と
は
い
え
ず
、

あ
く
ま
で
可
能
性
に
と
ど
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

四

嵯
峨
天
皇
の
遺
詔

嵯
峨
天
皇
が
琴
を
愛
し
た
こ
と
は
遺
詔
か
ら
も
窺
え
る
。
次
に
そ
の
遺
詔
を
一
部
引
用
す

る
。

太
上
天
皇
崩

于
嵯
峨
院

。
春
秋
五
十
七
。
遺
詔
曰
、
余
昔
以

不
徳

。
久
恭

帝
位

。

二

一

二

一

二

一

夙
夜
兢
々
、
思

済

黎
庶

、
然
天
下
者
聖
人
之
大
宝
也
。
豈
但
愚
憃
微
身
之
有
哉
。

レ

二

一

二

一

二

一

レ

下

二

故
以

万
機
之
務

。
委

於
賢
明

。
一
林
之
風
、
素
心
所

愛
。
思

欲
無
位
無
号
詣

山
水

而
逍
遙
、
無
事
無
為
翫

琴
書

以
澹
泊

。
（
以
下
略
）

一

二

一

上

［
続
日
本
後
紀

承
和
九
（

）
年
七
月
十
五
日
条
］

（1
8

）
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傍
線
部
を
訓
読
す
る
と
「
無
位
無
号
に
て
山
水
に
詣
で
逍
遙
し
、
無
事
無
為
に
し
て
琴
書
を

翫
し
、
以
て
澹
泊
を
思
は
ん
と
欲
す
」
と
な
る
。
風
流
を
好
み
、
閑
居
を
愛
し
た
嵯
峨
天
皇

な
ら
で
は
の
遺
詔
で
あ
る
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
俊
蔭
女
の
弾
琴
後
の
嵯
峨
院
の
発

言
で
あ
る
。

嵯
峨
の
院
「
さ
ら
に
、
今
宵
な
む
、
つ
ゆ
、
心
地
に
思
ふ
こ
と
な
く
お
ぼ
ゆ
る
。
昔
、

内
裏
に
て
、
折
節
の
節
会
・
花
の
宴
の
折
に
は
、
面
白
く
か
し
こ
き
詩
を
興
じ
、
よ
ろ

づ
、
思
ふ
こ
と
な
く
て
、
身
を
ま
か
せ
て
年
月
を
過
ぐ
し
、
折
々
の
、
面
白
か
る
べ
き

か
く
ら
を
せ
し
、
琴
弾
か
せ
し
に
、
朝
臣
の
世
よ
り
な
む
、
あ
り
が
た
く
す
ぐ
れ
て
は

お
ぼ
え
し
。
こ
の
琴
の
声
に
な
む
、
よ
に
心
も
な
く
、
物
お
ぼ
え
つ
る
に
、
今
宵
な
む
、

『
天
も
、
か
く
や
あ
ら
む
』
と
お
ぼ
ゆ
る
」

［
楼
の
上
・
下

頁
］
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嵯
峨
院
は
、
物
思
い
か
ら
解
き
放
た
れ
た
自
分
の
心
を
味
わ
う
。
そ
れ
は
天
界
の
住
人
に
な

っ
た
か
の
心
境
で
あ
り
、
俊
蔭
女
の
弾
琴
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
無
心
の
境
地
で
あ
る
。

こ
の
姿
は
、
史
上
の
嵯
峨
天
皇
が
求
め
た
境
地
に
他
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
物
語
の
最
終

章
、
大
団
円
に
お
い
て
、
嵯
峨
院
の
心
境
は
嵯
峨
天
皇
の
遺
詔
に
重
な
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

物
語
の
嵯
峨
帝
は
俊
蔭
の
御
前
弾
琴
以
来
、
最
終
巻
に
至
っ
て
よ
う
や
く
霊
琴
波
斯
風
の

威
力
を
理
解
す
る
。
琴
の
秘
技
が
琴
弾
く
一
族
に
帰
属
す
る
と
い
う
事
実
を
目
の
当
た
り
に

し
た
嵯
峨
院
は
、
無
心
の
境
地
に
浸
り
、
楽
し
む
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
そ
の
心
境
は
、
史

上
の
嵯
峨
天
皇
の
遺
詔
と
沿
う
。
琴
弾
く
一
族
の
秘
技
に
魅
せ
ら
れ
続
け
た
嵯
峨
帝
の
人
生

は
、
史
上
の
嵯
峨
天
皇
の
遺
詔
に
辿
り
着
く
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

史
上
の
嵯
峨
天
皇
の
専
制
君
主
的
側
面
や
臣
下
の
邸
へ
の
行
幸
、
琴
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
関

心
は
、
物
語
の
嵯
峨
帝
の
造
型
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
但
し
準
拠
に
つ
い
て
は
未
確
定
要

素
が
多
く
、
嵯
峨
だ
け
で
は
な
く
平
安
前
期
あ
る
い
は
さ
ら
に
遡
っ
て
天
皇
像
を
検
討
し
、

物
語
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

〔
注
〕

（
１
）
う
つ
ほ
物
語
本
文
の
引
用
は
、
『
う
つ
ほ
物
語
全

改
訂
版
』
（
室
城
秀
之
校
注

平
７
初
版
・
平

改
訂
版

お
う
ふ
う
）
に
拠
り
、
一
部
私
に
傍
線
や
注
記
を
施
し

13

た
。
ま
た
引
用
末
尾
に
巻
名
と
頁
数
を
記
し
た
。

（
２
）
仁
寿
殿
女
御
の
こ
と
か
。
「
都
風
」
は
忠
こ
そ
巻
で
忠
こ
そ
に
愛
用
さ
れ
、
忠
こ
そ



の
出
奔
後
空
に
巻
き
上
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
春
日
詣
の
巻
で
、
あ
て
宮
が
一
条
北
の

方
由
来
の
琴
と
し
て
弾
奏
す
る
。
一
条
北
の
方
が
売
っ
た
の
は
「
か
た
ち
風
」
で
あ

り
、
琴
の
名
に
乱
れ
が
み
ら
れ
る
。

（
３
）
俊
蔭
の
勅
命
拒
否
に
つ
い
て
は
物
語
の
争
点
の
一
つ
で
あ
り
、
拙
稿
「
『
う
つ
ほ
物

語
』
俊
蔭
の
「
忍
辱
」

琴
の
一
族
と
皇
室

」
（
「
国
文
学
攷
」

平

―

―

170

13

・
６
）
に
お
い
て
も
琴
弾
く
一
族
に
受
け
継
が
れ
る
因
縁
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

（
４
）
大
井
田
晴
彦
氏
「
吹
上
の
源
氏

涼
の
登
場
を
め
ぐ
っ
て

」
（
「
中
古
文

―

―

学
」

平
８
・

）
、
「
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
帝

歴
史
と
物
語
の
接
点

―

58

11

」
（
「
日
本
文
学
」

・
１

平

・
１
）
。

―

51

14

（
５
）
前
注
（
４
）
の
大
井
田
氏
論
文
は
、
涼
が
嵯
峨
院
の
皇
子
で
あ
り
な
が
ら
、
朝
廷
に

背
い
て
山
に
籠
も
っ
た
反
逆
者
弥
行
の
手
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
か
ら
位
置
付
け

が
複
雑
に
な
り
、
物
語
の
主
人
公
に
た
り
え
な
い
と
論
じ
ら
れ
る
。

（
６
）
室
城
秀
之
氏
「
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
空
間

吹
上
の
時
空
を
め
ぐ
っ
て

」

―

―

（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭

・
５
［
『
う
つ
ほ
物
語
の
表
現
と
論
理
』
（
平
８

若

62

草
書
房
）
収
録
］
）
は
、
仲
忠
の
心
中
思
惟
や
絵
解
き
か
ら
、
天
人
降
臨
を
呼
ん
だ

の
は
涼
の
す
さ
の
琴
で
は
な
く
仲
忠
の
南
風
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
首
肯
し
た
い
。

（
７
）
目
崎
徳
衞
氏
「
政
治
史
上
の
嵯
峨
上
皇
」
（
「
日
本
歴
史
」

号

昭

・
１

吉

248

44

川
弘
文
館
）
。

（
８
）
『
日
本
後
紀
』
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
３
』
昭
９
／
新
装
版
平

吉
川
弘
文

12

館
）
弘
仁
三
（

）
年
二
月
十
二
日
条
に
は
「
幸

神
泉
苑

、
覧

花
樹

。
命

文

二

一

二

一

二

812

人

賦

詩
。
賜

綿
有

差
。
花
宴
之
節
始

於
此

矣
。
」
と
あ
り
、
嵯
峨
帝
が
初
め

一

レ

レ

レ

二

一

て
花
宴
の
節
会
を
催
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
９
）
「
『
う
つ
ほ
物
語
』
俊
蔭
女
の
任
尚
侍
宣
旨
」
（
平

・

中
古
文
学
会
）
に
お

13

10

い
て
、
冬
嗣
室
で
あ
り
尚
侍
で
も
あ
っ
た
藤
原
美
都
子
と
俊
蔭
女
、
冬
嗣
息
良
房
と

仲
忠
の
関
係
か
ら
、
藤
原
北
家
台
頭
と
仲
忠
の
栄
達
の
関
連
性
を
述
べ
た
。
こ
れ
に

関
し
て
は
改
め
て
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

（

）
『
日
本
紀
略
』
本
文
の
引
用
は
、
『
新
訂
増
補
国
史
大
系

』
（
昭
４
／
新
装
版
平

10

10

吉
川
弘
文
館
）
に
拠
り
、
一
部
字
体
を
あ
ら
た
め
傍
線
を
付
し
た
。
な
お
六
国

12史
中
『
日
本
後
紀
』
の
該
当
箇
所
は
欠
巻
し
て
お
り
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

（

）
『
凌
雲
集
』
本
文
の
引
用
は
、
群
書
類
従

文
筆
部
二
に
拠
る
。
な
お
私
に
傍
線
を

11

123

付
し
た
。

（

）
『
文
華
秀
麗
集
』
本
文
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系

『
懐
風
藻

文
華
秀
麗

12

69

集

本
朝
文
粋
』
（
昭

岩
波
書
店
）
に
拠
り
、
一
部
字
体
を
改
め
、
返
り
点
を

39

付
し
た
。
ま
た
同
書
の
訓
読
及
び
注
釈
を
参
考
に
し
た
。

（

）
石
田
百
合
子
氏
「
空
を
飛
ぶ
琴

宇
津
保
物
語
の
仏
画
的
印
象

」
（
「
上
智

―

―

13

大
学
国
文
学
科
紀
要
」
平
３
・
１
）
、
上
原
作
和
氏
「
琴
の
ゆ
く
へ

楽
統
継
承

―

譚
の
方
法
あ
る
い
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
思
想
史
的
位
相

」
（
「
も
の
が
た
り

―

け
ん
き
ゅ
う
」
１
号

平
５
・

）
な
ど
。

10

（

）
河
野
多
麻
氏
「
う
つ
ほ
物
語
の
史
実
性
（
附

成
立
年
代
と
作
者
）
」
（
「
文
学
」

14

昭

・
９
）
。

23

30

（

）
目
加
田
さ
く
を
氏
「
琴
の
家
伝
と
俊
蔭
一
門
の
造
形
」
（
「
文
芸
と
思
想
」

号

15

20

昭

・

［
「
琴
の
家
伝
と
俊
蔭
一
門
の
造
型
」
と
し
て
『
物
語
作
家
圏
の
研
究
』

35

12

（
昭

武
蔵
野
書
院
）
収
録
］
）
は
、
中
国
由
来
の
「
君
子
左
琴
」
す
な
わ
ち

39

「
時
を
え
た
為
政
者
は
琴
を
以
て
良
き
政
治
を
行
い
、
時
を
え
ず
隠
居
の
君
子
亦
琴

を
以
て
そ
の
身
の
孤
高
を
保
つ
、
つ
ま
り
時
を
得
し
も
の
、
得
ざ
る
も
の
、
何
れ
を

問
わ
ず
君
子
た
る
も
の
の
座
傍
を
去
ら
し
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
琴
で
あ
る
」
と
い

う
思
想
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
氏
は
「
君
子
左
琴
」
「
右
書
左
琴
」
の
思
想

が
平
安
以
前
の
知
識
人
官
僚
に
浸
透
し
て
お
り
、
物
語
に
受
け
継
が
れ
た
と
み
て
お

ら
れ
る
。

（

）
琴
弾
く
一
族
の
〈
天
の
下
〉
樹
立
に
つ
い
て
は
別
稿
を
も
う
け
て
論
じ
る
。
「
波
斯

16

風
」
の
琴
弾
く
一
族
帰
属
に
つ
い
て
も
同
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。

（

）
西
本
香
子
氏
「
「
琴
（
キ
ン
）
」
と
「
琴
（
こ
と
）
」
」
（
「
明
治
大
学
大
学
院
紀

17

要
・
文
学
編
」

平
３
・
２
）
、
「
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
女
性
弾
琴
」
（
『
年
刊

28

日
本
の
文
学
』
第
１
集
（
通
巻
第

集
）
平
４

有
精
堂
）

12

（

）
『
続
日
本
後
紀
』
本
文
の
引
用
は
、
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
３
』
（
昭
９
／
新
装
版

18

平

吉
川
弘
文
館
）
に
よ
り
、
一
部
私
に
傍
線
を
付
し
た
。

12


